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原
稿
既
血
肝
に
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
学
、
今
小
路
学
長

は
、
正
月
六
日
羽
田
空
港
出
発
、
釈
尊
史
蹟
研
究
の
為
め
、
印
度
に

向
わ
れ
、
二
月
初
旬
に
下
学
予
定
、
全
学
園
は
あ
げ
て
そ
の
無
事
を

念
ず
る
。
学
園
の
教
育
に
大
き
な
土
産
が
充
分
期
待
出
来
よ
う
。

　
本
号
、
塩
野
助
教
授
の
巻
頭
言
を
読
ん
で
、
誰
し
も
落
下
す
る
リ
ン

ゴ
を
観
た
時
の
ニ
ュ
ウ
ト
ン
の
姿
を
想
起
す
る
で
し
ょ
う
。
解
り
き

っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
毎
日
の
食
事
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
又
、
富
田
教
授
の
生
命
に
関
す
る
論
文
は
興
味
を
呼
ぶ
。
特
に
生

命
と
物
質
の
関
連
性
の
点
で
。
そ
の
昔
（
一
＝
二
〇
！
↓
二
〇
〇

年
）
、
　
朱
子
が
人
間
を
構
成
す
る
も
の
は
、
　
他
の
物
質
と
同
じ
く

「
気
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
も
物
質
で
あ
る
。
物
質
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
す
べ
て
の
物
質
が
相
互
間
に
調
和
の
原
理
と
し
て
保
有
す
る

「
理
」
を
人
間
も
ま
た
、
保
有
す
る
、
と
云
っ
た
思
想
に
思
い
を
寄

せ
る
と
、
生
命
の
秘
密
も
解
明
出
来
る
よ
う
な
気
が
し
て
こ
の
論
文

の
意
味
が
、
一
段
と
深
重
な
も
の
を
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
他
の
諸
先
生
の
論
文
も
、
一
段
と
科
学
性
を
帯
び
た
研
究
成
果
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
委
員
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
感

謝
。
特
に
本
誌
と
し
て
創
刊
以
来
、
は
じ
め
て
、
助
手
の
研
究
を
、

今
回
、
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
、
各
号
に
就
任
順
に
一
編
を
発
表
し

て
い
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
助
手
諸
氏
の
攻
勢
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

　
九
月
の
教
授
会
の
議
を
経
て
、
次
号
か
ら
、
染
色
学
の
浜
崎
教
授

を
加
え
て
編
集
委
員
会
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
。

ど
う
か
、
そ
の
編
集
方
針
に
つ
き
、
御
気
付
き
の
点
は
、
私
共
委
員

に
、
ご
教
示
ご
叱
正
あ
ら
ん
こ
と
を
。
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